
 

 

ヘルマン・ゲーリング〔ナチス政権下の国家元帥〕 

～ ニュルンベルク裁判での発言 
ＨＰ「ＢＬＯＧＯＳ」より 

集団的自衛権行使を可能とする憲法解釈の変更を閣議決定し、憲法９条改悪を目指す安

倍政権。今だからこそ改めて意味を考えなければいけないと痛感するのが、ヘルマン・ゲ

ーリングの言葉です。 

ヘルマン・ゲーリングは、ヒトラーの下で、ドイツ軍の空軍総司令官や国家元帥等を務

めた人物です。戦後は戦犯として捕えられ、ニュルンベルク裁判で絞首刑の判決を受けま

したが、刑の執行前に自殺しました。  

 刑務所に収容されている際、ゲーリングは、訪ねてきた米国人の心理学者グスタフ・ギ

ルバートとの対話の中で次のように語ったそうです。  

 

ゲーリングは、肩をすくめて答えた。「もちろん、一般市民は戦争を望んでいない。貧

しい農民にとって、戦争から得られる最善の結果といえば、自分の農場に五体満足で戻る

ことなのだから、わざわざ自分の命を危険に晒したいと考えるはずがない。当然、普通の

市民は戦争が嫌いだ。ロシア人だろうと、イギリス人だろうと、アメリカ人だろうと、そ

の点についてはドイツ人だろうと同じだ。それはわかっている。しかし、結局、政策を決

定するのは国の指導者達であり、国民をそれに巻き込むのは、民主主義だろうと、ファシ

スト的独裁制だろうと、議会制だろうと共産主義的独裁制だろうと、常に簡単なことだ。」 

 

 「しかし一つだけ違いがある。」と私（※ギルバート）は指摘した。「民主主義の下では、

国民は選挙で選んだ代表を通して意見を言うことができるし、アメリカでは議会だけが宣

戦布告できる。」 

 

 （ゲーリングは答えた。） 

 「それはそれで結構だが、意見を言おうと言うまいと、国民は常に指導者たちの意のま

まになるものだ。簡単なことだ。自分達が外国から攻撃されていると説明するだけでいい。

そして、平和主義者については、彼らは愛国心がなく国家を危険に晒す人々だと公然と非

難すればいいだけのことだ。この方法はどの国でも同じように通用するものだ。」 


